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Abstract

Communication plays an important role in enhancing team performance and team sports 
provide many opportunities for interaction with teammates. Therefore, providing 
communication support to athletes in team sports is essential to improve teamwork. The 
purpose of this study was to implement assertion training for 57 university soccer players and, 
using a mixed-methods design, clarify the extent to which assertion training is useful in sports 
settings, as well as the reasons for its evaluation. The assertion training consisted of a five-
session program. After each session, the usefulness evaluation using a four-item scale was 
analyzed using the Wilcoxon signed-rank test, and the free-response evaluation reasons were 
analyzed using Steps for Coding and Theorization. Sessions 1, 3, 4, and 5 received significantly 
higher ratings, while Session 2 showed no significant difference. Analysis of the reasons for 
these ratings revealed positive factors such as [improved teamwork], [maintaining 
interpersonal relationships], and [emotional control]. However, negative reasons were also 
noted, including [discomfort] regarding applying assertiveness in sports contexts and [the 
perceived need for aggressive self-expression]. Thus, existing assertion training appears 
effective off the field but suggests limitations when applied in time-constrained situations like 
on the field. Future development and implementation of assertion training tailored to the 
sports context is required.
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Ⅰ　緒言
　チームスポーツにおいて，コミュニケーショ
ンはチームワークを高めることや，高いパフォ
ーマンスを発揮するために重要な役割を果た
す．Dickinson and McIntyre（1997）が示した
チームワークの概念モデルにおいては，2 人以
上のチームメンバー間で，決められた方法と適
切な用語を用いて情報を交換する「コミュニケ
ーション」が，チームワーク全体に影響を与え
るとされている．また，スポーツのチームワー
ク行動の 1 つにコミュニケーションが含まれて
おり（McEwan and Beauchamp，2014），コミ
ュニケーションはチームワークの中核的要素と
いえる．Lausic et al.（2009）においても，テ
ニスのダブルスでパフォーマンスの高いチーム
ほど，情報交換の頻度が多く，試合中にアクシ
ョンプランに関する発言も多かったと述べられ
ている．チームスポーツにおいて高いパフォー
マンスを発揮するためには，チーム内で効果的
なコミュニケーションをとることが重要である

（Sullivan and Short，2011）．チームスポーツ
においてコミュニケーションが適切にとれなけ
れば，戦術理解の不一致（河津ほか，2012），
パフォーマンス発揮の阻害（岩永・笹塲，
2019）といった，チーム機能を損なうことが指
摘されている．したがって，コミュニケーショ
ンはチームがより効果的に活動するための重要
な要因であると考えられる．
　サッカーは，ピッチ内外の状況に応じて求め
られるコミュニケーションの形式や目的が異な
る．ピッチ内では，短く即時的な声かけや非言
語的合図を通じて瞬時に意思疎通を図ることが
求 め ら れ る（McLean et al.，2021）． 一 方，
Raya-Castellano et al.（2023）は，ピッチ外では，
ハーフタイムやミーティングにおいて，指導者
が戦術理解や情動の調整を目的とした対話的コ
ミュニケーションを行う重要性を指摘してい
る．また，ピッチ外での継続的な対話や関係性
の中で，チーム内の共有理解や心理的安全性が
形成される（Malone et al.，2023）．したがって，
サッカー選手には，状況に応じて柔軟かつ適切
に自分の考えやアイデアを表現し，他者と意思

疎通を図るスキルが求められる．
　自分の意見を伝え，相手を尊重するようなコ
ミュニケーションスキルを向上させる方法とし
てアサーション・トレーニング（Assertion 
Training；以下，AT）がある．アサーション（ま
たは，アサーティブな自己表現）とは，自分の
考えや気持ちなどを明確に捉え，それを正直に，
率直に，相手にわかりやすく伝えようとするこ
とであると同時に，相手も同じように自己表現
することを当然とし，相手の考え，気持ちを受
け止め，理解しようとするような，相互尊重の
精神と，相互理解を深めようという思いに裏づ
けられた自己表現である（平木，2021a）．個人
が持つアサーション能力はチームワークと正の
関連があり（小川，2013），アサーションはチ
ームパフォーマンス，チーム満足度を高める効
果がある（Pearsall and Ellis，2006）．これら
のことから，アサーティブな自己表現ができる
ように支援することはチームワーク向上にとっ
て重要だと考えられる．
　AT は様々な領域で実践されているがスポー
ツ領域においては十分に検討されていない．教
育領域では，大学新入生や中学生を対象とした
AT において，アサーションの習得に加え，学
校への適応やアイデンティティの確立といった
効果が示されている（安達・安達，2019；市来
ほか，2022）．看護領域においては，AT によ
り人間関係の改善の理解が促進され，否定的感
情への受容も高まることが報告されている（野
末・野末，2013）．このように，教育や看護の
領域においては，AT の効果が検討されており，
一定の効果があるということが明らかとなって
いる．スポーツ領域においても，髙橋ほか（2019）
が AT を実践しているが，AT とチームビルデ
ィングを併用したものであるため，AT のみの
効果検証はスポーツ領域においては十分に検討
されていない．メンタルトレーニングは，高い
パフォーマンスの発揮に向けた準備において重
要 で 不 可 欠 な 要 素 で あ り（Pramanik and 
Chatterjee，2023），メンタルトレーニングの
実践は科学的な理論に裏付けられ，現場に役立
つ形で指導・実践することが必要である（土屋，
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2016）．AT は，スポーツ場面で頻繁に起こる
コミュニケーションの問題を予防し，対処する
上 で 大 き な 役 割 を 果 た す 可 能 性 が あ る

（Connelly and Rotella，1991）．したがって，
スポーツ領域における AT の適用可能性を検
討するにあたっては，AT の効果を検討するこ
とに先立ち，参加者が AT の内容をスポーツ
場面で活用可能だとどの程度認識するかを把握
することが必要である．また，その認識の理由
を明らかにすることは，スポーツ文脈に即した
AT を検討する上で重要であると考えられる． 
　そこで，本研究では，チームスポーツである
サッカーの部活動に所属する大学生サッカー選
手を対象に AT を実施し，AT の内容をスポー
ツ場面で活用可能だとどの程度認識するかを検
討するとともに，その認識の理由を明らかにす
ることを目的とした．

Ⅱ　方法
1．調査対象者・分析対象者
　調査対象者は，体育系大学のサッカー部に所
属する大学生サッカー選手 57 名（男性 57 名）
であった．平均年齢は 19.32 ± 0.99 歳，平均競
技年数は 11.98 ± 2.70 年であった．できる限り
多くの参加者からのデータを収集し分析するた
めに，各回のプログラムに参加したものを分析
対象者とし，第 1 回は 55 名，第 2 回は 51 名，
第 3 回，第 4 回は 52 名，第 5 回は 42 名であっ
た．なお，欠測値の補完は行わず，各回の有効
回答のみを分析対象とした．

2．介入
　AT は第一著者，第四著者が 20XX 年 5 月か
ら 8 月にかけて，平木（2021b）を参考にした
AT プログラムを実施した．AT は合計 5 回の
講習会で構成され，1 回の講習会は約 1 時間で
実施した．第 1 回は，アサーションの基本的な
概念について説明した．また，アサーティブ，
攻撃的，非主張的な自己表現について，会話場
面での具体例を用いながら説明し，それぞれの
自己表現の特徴を解説した．第 2 回では，自己
のものごとの見方や考え方とアサーションを関
連づけて説明した．不合理的ではなく合理的に
物事を捉えるためにはどうすればよいか，自分
自身の価値観や認知の傾向に関する内容のディ
スカッションを行った．第 3 回では，自己表現
と基本的人権の関係に関する内容を実施した．
基本的人権において自己表現することは権利と
してあるため，自分の意見を言っても良いとい
うこと，またそれは相手も同様であることを解
説した．第 4 回では，日常場面や問題解決場面
でのアサーションの活用方法について，「DESC
法」（Describe：描写，Express：表現，Specify：
提案，Choose：選択）を用いて説明した．意
見の対立があった場合，「DESC 法」を活用し，
どのように対処するかをロールプレイや事例を
通して実践した．第 5 回は，非言語的コミュニ
ケーションに焦点を当て，特に怒りの感情に着
目した内容を実施した．アサーションにおける
感情の捉え方を説明し，怒りの感情の表出方法
について解説した．（Table 1 を参照）
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Table 1．AT の概要
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3．調査手続き
　本研究の測定として，各回の AT 終了後に
質問紙調査を実施した．AT 実施前に，書面及
び口頭で研究目的やデータの取り扱いについて
説明し，同意書を記入してもらい，本研究への
同意を得た．また，本研究は大阪体育大学の研
究倫理委員会の承認を得て実施した（承認番号：
23–15）．

4．調査内容
4.1 属性
　年齢，性別，学年，ポジション，競技年数，
競技レベルについてたずねた．

4.2 AT に関する評価
　各回の AT 終了時に，どの程度スポーツに
おいて役立つと思うか，「1：全くそう思わなか
った」から「4：とてもそう思った」の 4 件法
でたずねた．

4.3 自由記述
　4.2 における評価の理由を自由記述により回
答を求めた．

5．分析
　AT 各回の内容がスポーツ場面において役立
つものとして評価された程度を検討するため，
AT に関する評価の分析を行った．本項目では
3 が「そう思った」に対応する肯定的選択肢で
あったことから，「3」を基準値として Wilcoxon
符号順位検定を行った．統計解析には IBM 
SPSS Statistics ver.29.0.2 を使用し，有意水準
は 5％未満に設定した．また，自由記述の分析
方法として，Steps for Coding and Theorization

（SCAT）を用いた．SCAT は，1 つだけのケー
スのデータやアンケートの自由記述などの，比
較的小規模の質的データの分析にも有効だと言
われている（大谷，2011）．福士・名郷（2011）
において，自由記述における SCAT の分析方
法が示されており，データ入力，グループ化，
言い換え，概念化，ストーリーライン，理論記
述の手順で分析される．以下に詳細な分析方法

を示す（福士・名郷，2011 を参照）．
1．�データ入力：テキストデータを大谷（2008）

の「SCAT のフォーム」に入力する．
2．�グループ化：「SCAT のフォーム」をデー

タ毎に短冊状に切り取り切片化し，似たも
の同士の束に分類する．

3．�言い換え：グループ全体の文脈を踏まえて
他の語句へ言い換える．

4．�概念化：グループ同士の関係から浮上して
くる潜在的テーマを概念化する．

5．�ストーリーライン：すべてのデータを組み
入れた概念化の全体像を文章化する．

6．理論記述
　本研究も福士・名郷（2011）と同様の手順を
用い，各回の自由記述を回ごとに整理したうえ
で，概念化，ストーリーラインの作成等を行っ
た．なお，テキストデータは全て匿名化し，分
析時には個人が特定できない状態で分析を行っ
た．これらの作業はスポーツ心理学を専門とし
ておりサッカー経験のある大学院生 2 名，社会
学の博士号を取得し質的研究の経験のある大学
教員 1 名の計 3 名で行った．各自由記述に対す
るグループ化や言い換え，概念化の妥当性，そ
れらを踏まえて作成したストーリーラインおよ
び理論記述の整合性について，3 名の解釈が一
致するまで継続的に協議した．さらに，分析結
果および解釈の妥当性を高めるため，スポーツ
心理学を専門とする大学教員 1 名を加えて確認
を行った．なお，分析過程の透明性を確保する
ため，Table 2 に第 2 回の自由記述のうち〈チ
ームとしての成長・成熟〉に分類された記述の
分析例を示した．

Ⅲ　結果　
1．各回のプログラムの評価
　Wilcoxon 符号順位検定を用いて各回の AT
の評価を分析した結果，第 1 回（中央値＝ 4，
四分位範囲＝ 1，Z＝ 5.10，p <.001，r ＝ .69），
第 3 回（中央値＝3，四分位範囲＝1，Z＝ 2.50，
p<.05，r ＝ .35），第 4 回（中央値＝ 3，四分位
範囲＝ 1，Z ＝ 3.53，p <.001，r ＝ .49），第 5 回
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（中央値＝3，四分位範囲＝1，Z ＝ 2.86，p<.01，
r ＝ .44）は，有意に高い評価が得られた．第 2
回においては有意な差はみられなかった（中
央値＝ 3，四分位範囲＝ 1，Z ＝ 0.02，p = .84，
r ＝ .03）．Holm 法による多重比較補正後も，第
1 回，第 3 回，第 4 回，第 5 回の有意性は保持
された．

2．各回の自由記述に関するストーリーライン
　自由記述の分析結果について，グループを

〈　〉，概念を【　】で示す．第 1 回では，55
の自由記述データを分析した結果，14 のグル
ープと 4 つの概念を抽出した（Table 3）．第 1
回のストーリーラインは以下の通りであった．
　プレー中では〈自己表現〉や〈感情のコント
ロール〉の重要性を理解し，【制約状況下での
コミュニケーション】に役立つことが示された．
コミュニケーションはプレー以外でもとること
があり，特に〈戦術決定時における活用〉へと
つながる可能性や，〈スムーズな対立の解消・
解決〉を促し，【スポーツにおけるコミュニケ
ーション】に役立つことが示唆された．また，【チ
ームスポーツにおけるコミュニケーション】だ
からこそ，味方同士の〈対話〉の促進や〈チー
ム力の向上〉につながることが示された．しか
し，本当にアサーションは必要なのかといった

〈違和感〉や，スポーツだからこそ〈攻撃的な

自己表現の必要性〉があるのではないかといっ
た，アサーションに対する【疑問】も存在した．
　第 2 回は，51 の自由記述データを分析した
結果，11 のグループと 6 つの概念を抽出した

（Table 4）．第 2 回のストーリーラインは以下
の通りであった．
　トレーニング内容が自分にとって役立てるこ
とができるといった【セッション内の構成の評
価】が高かった．チームスポーツでは意見をぶ
つけるのではなく，〈建設的な意見の交換〉が
重要になり，チーム全体で【整合性を図る】こ
とが求められるだろう．〈自己への気づき〉〈他
者理解〉〈他者尊重〉といった，【自己への気づ
き】だけではなく，【他者への気づき】も促す
ことにつながった．また，【チームビルディング】
の側面において，コミュニケーションに関する

〈チームスポーツにとって必要なものの再認識〉
をしたり，より良いチームに向け〈チームとし
ての成長・成熟〉を促した．しかし，アサーシ
ョンは日常的なものでありスポーツに〈般化不
可能〉だと感じたり，〈攻撃的な自己表現の必
要性〉を感じるといった，アサーションに対す
る【違和感】もあった．
　第 3 回は，52 の自由記述データを分析した
結果，12 のグループと 5 つの概念を抽出した

（Table 5）．第 3 回のストーリーラインは以下
の通りであった．
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Table 2．自由記述における分析例
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Table 3．第１回の自由記述の分類
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Table 4．第２回の自由記述の分類
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Table 5 横幅 14.6cm 2 
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Table 5.　第３回の自由記述の分類



大阪体育学研究　第 65 巻

　〈戦術決定時における意思表示〉に活用した
り，〈自己主張の重要性〉を理解するだけでなく，

〈あえてしない自己主張への気づき〉もあり，
ただ【意思表示】をするだけではなく，状況に
よっては伝えないことも重要であると理解し
た．自分の意見を伝えることに関する権利は，
権利を把握するだけでなく，権利を行使するこ
とによる【対人関係の維持】にも影響を与えた．
特に人間は誰しもが失敗するという【ヒューマ
ン・エラーに対する認識】では，〈失敗（エラー）
の対処法〉に加え，〈失敗（エラー）の捉え方〉
の変化が，行動の変化を促すことが期待できる．
良い効果だけでなく，一方で，時間が限られて
いる中での自己表現ではアサーティブに言えな
いといった〈アサーションの限界〉を感じたり，
日常とスポーツは違うものであり〈般化不可能〉
であるといった，【違和感】が残った．
　第 4 回は，52 の自由記述データを分析した
結果，12 のグループと 7 つの概念を抽出した

（Table 6）．第 4 回のストーリーラインは以下
の通りであった．
　DESC 法は〈制約状況下への活用〉や〈戦術
決定時への活用〉というように，試合中に限ら
ず，ミーティング場面においても【適用可能性】
があることが示された．DESC 法を用いてコミ
ュニケーションをとることによって【他者尊重・
他者理解】につながり，〈リーダーシップ〉だ
けでなく〈フォロワーシップ〉という【組織内
における意思疎通】も促された．その他にも，【対
人関係の維持】にも影響を与えることが明らか
になった．〈スポーツにとって必要なものの再
認識〉をし，改めてスポーツにおけるコミュニ
ケーションの重要性を【再認識】した．一方で，

〈アサーションの限界〉があり，アサーション
はスポーツでは使えないのではないかという

【違和感】があった．
　第 5 回は，42 の自由記述データを分析した
結果，9 のグループと 4 つの概念を抽出した

（Table 7）．第 5 回のストーリーラインは以下
の通りであった．
　〈怒りのポジティブな働き〉として，怒りを
スポーツへのパワーとして捉えると，良いパフ

ォーマンスにつなげることはできるが，〈怒り
の両面的な働き〉もあり，怒りはスポーツにお
いて悪いものだと捉えると，攻撃的行動につな
がる．このようなスポーツに対する【怒りの働
きへの理解】が深まった．また，このことに関
連して，怒りに関する〈スポーツにおける対処〉

〈プレー中における対処〉の方法を認識し，相
手の〈挑発への対処〉方法に対する【感情のコ
ントロール】の理解にもつながった．実際に怒
りをどのように表出すれば良いか〈具体的な使
用方法の習得〉や，スポーツでの怒りの使い方
について〈具体例の提示〉をすることによって，

【セッション内の構成の評価】が高かった．

Ⅳ　考察
　本研究の目的は，大学生サッカー選手を対象
に AT を実施し，AT の内容がスポーツ場面に
おいて活用可能だとどの程度認識されるかを検
討するとともに，その認識の理由を明らかにす
ることであった．分析の結果，第 1 回，第 3 回，
第 4 回，第 5 回の内容は基準値 3 に対して有意
に高い評価が得られ，第 2 回は有意差が認めら
れなかった．また，効果量に着目すると，第 1
回では大きい効果量が示され，第 3 回，第 4 回，
第 5 回では中程度の効果量が示され，第 2 回で
は小さい効果量が示された（Cohen，1988）．
このことから，第 1 回の内容は比較的肯定的に
高く評価された一方で，第 3 回，第 4 回，第 5
回の内容は肯定的に評価されつつも，その評価
は一様ではなかったと考えられる．自由記述に
おいて，スポーツ場面において AT が役に立
つと評価するポジティブな理由が多く抽出され
た．第 2 回の内容は他の回と比べ，スポーツに
役立つという評価が得られなかった．第1回は，
アサーションの基本的な概念の説明や，3 種類
の自己表現の説明といった基礎的な内容で構成
されており，〈関係性の深化〉や〈スムーズな
対立の解消・解決〉，〈チーム力の向上〉，〈対話〉
といった，チームワーク向上に関するポジティ
ブな評価理由が抽出された．コミュニケーショ
ン は チ ー ム ワ ー ク の 重 要 な 要 素 で あ り

（Dickinson and McIntyre，1997），アサーショ
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Table 6 横幅 14.6cm 2 
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Table 6．第４回の自由記述の分類
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ンはチームワークと正の関連がある（小川，
2013）．加えて，第 1 回では他の回と比較して，
最も大きい効果量が示されており，肯定的に高
く評価されたことがうかがえる．そのため，ス
ポーツ場面において，アサーティブな自己表現
でコミュニケーションをとることは，チームワ
ーク向上の効果が期待でき，アサーティブな自

己表現とは何か，具体例を用いながら説明する
といった内容は，スポーツを対象とした AT に
おいても必要だろう．しかし，〈違和感〉や〈攻
撃的な自己表現の必要性〉といった，ネガティ
ブな評価理由も得られた．発言形態に着目する
とアサーションは適用場面が限定されるが，発
言機能に着目すると適用場面が拡大する（三田
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Table 7 横幅 14.6cm 2 
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村・松見，2010）．サッカーは時間的制約があ
る中でプレーするため（Gershgoren et al.，
2013），ピッチ内では特に短時間で自分の意見
を伝えることが求められる．また，男性大学生
アスリートは女性大学生アスリートに比べ，相
互理解を深めるために口論や競争的な軽口とい
った，否定的な対立コミュニケーションを用い
る傾向が強い（Cunningham and Eys，2007）．
これらのことから，ピッチ内の時間的制約があ
る中で自分の意見を伝える状況では，発言形態
が攻撃的な自己表現であっても，発言機能とし
ては味方への迅速な情報伝達や意思表示として
機能している場合があると考えられる．したが
って，スポーツ場面における自己表現を検討す
る際には，攻撃的な自己表現とアサーティブな
自己表現を対立的に解釈するのではなく，発言
形態と発言機能を区別した上で，状況に応じた
機能的な自己表現として捉える視点が必要であ
る．
　第 2 回は，自身のものの見方や考え方，物事
が上手く進むように合理的に考えるにはどうす
るか，といった内容であり，〈般化不可能〉と
いったネガティブな評価理由が得られ，日常と
スポーツは別のものとして捉えていることが示
唆された．例えば，攻撃的行動は，日常では避
けるべきものであるが，スポーツでは許される
場合も存在する．特にコンタクトスポーツ選手
は，攻撃をすることもされることも仕方のない
ことだと認識している（Kerr，2004）．平木

（2021b）で用いられている不合理的な信念等は
日常的な内容であり，本研究も同様のものを扱
った．そのため，スポーツにおいて役立つとい
う評価が得られにくかったと考えられる．実際
に，第 2 回では有意差が認められず，効果量が
他の回と比較して小さかったことから，内容は
理解されていても，スポーツ場面で役立つとい
う認識には結びつきにくかった可能性がある．
一方，【整合性を図る】，【チームビルディング】
といった，ポジティブな評価理由も抽出された．
自身の考え方や他者の考え方にふれ，自他理解
を深める機会として役立つため，スポーツに即
した内容に修正して実施する必要があるだろ

う．
　第 3 回では，基本的人権と自己表現に関する
内容で構成され，【意思表示】，【対人関係の維持】
といった，コミュニケーションや人間関係に関
するポジティブな評価理由が抽出された．先輩
に対して怒りの感情を抱いていたとしても，表
現することが難しい（木野，2000）．自分の意
見や考えを表現することは，権利として守られ
ていることを認識することで，先輩・後輩に関
係なく，チーム内のコミュニケーションや人間
関係が円滑になると考えられる．また，ミスの
捉え方に関して，【ヒューマン・エラーに対す
る認識】といったポジティブな評価理由が得ら
れた．スポーツはミスがつきものであり，ミス
をすることでネガティブ感情が喚起され，パフ
ォーマンスが低下する場合もあれば，ミスがき
っかけで集中力が向上することもある（周藤ほ
か，2025）．このようにミスはパフォーマンス
に影響することもあるため，ミスに対する捉え
方に関する内容は，スポーツを対象とした AT
でも必要になるだろう．一方で，第 3 回の効果
量は中程度であり，第 1 回ほど大きい効果量で
はなかったことから，内容は一定程度肯定的に
評価されつつも，その評価にはばらつきがあっ
たと考えられる．実際に，〈アサーションの限界〉
や〈般化不可能〉といった【違和感】も残って
いたことから，内容の意義は認識されながらも，
スポーツ場面への適用には課題が残っている可
能性がある．特に権利として自己表現を捉える
考え方は，対話の余地があるピッチ外では有効
に機能しやすい一方で，瞬時の判断と反応が求
められるピッチ内では，そのままの内容を活用
しにくい可能性があるだろう．
　第 4 回は，日常会話や問題解決場面において，
DESC 法を用いてロールプレイを行った．この
内容では，〈制約状況下への活用〉や〈戦術決
定時の活用〉，【組織内の意思疎通】のようなポ
ジティブな評価理由が抽出され，様々な状況，
相手においてアサーティブな自己表現は有用で
あることが示唆された．ロールプレイという安
全な場で練習し，その後対象者が自身の状況に
応用していることが考えられる．特に立場が下
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の場合（例えば，後輩），自分の意見を伝える
際に DESC 法を用いることが有効になる可能
性がある．また，第 4 回では中程度からやや大
きい効果量が示されており，DESC 法のような
具体的な手法は比較的肯定的に評価されたと考
えられる．しかし，〈アサーションの限界〉と
いったネガティブな評価理由も抽出された．プ
レー中は時間的な制約があるため（Gershgoren 
et al.，2013），DESC 法を用いることが困難で
あると考えられる．そのため，ミーティング等
のピッチ外の時間的に余裕がある状況が，より
自他尊重の自己表現が適しているだろう．
　第 5 回は，感情表現，特に怒りに関する内容
で構成され，【怒りの働きへの理解】，【感情の
コントロール】といった，感情の理解，認知に
関するポジティブな評価理由が得られた．怒り
を表出する行動は様々あるが，その中の代表的
なものとして攻撃行動がある（木野，2008）．
サッカーにおいて攻撃行動は，反則や警告，退
場の対象となる場合がある（日本サッカー協会，
2025）．しかし，競技レベルが高いアスリートは，
怒りはパフォーマンスを促進させるものとして
捉える（Robazza et al.，2006）．このようなこ
とから，怒りを攻撃行動としてではなく，適切
に表現するために，怒りをネガティブなものと
して捉えない，感情に対する理解を深めるとい
った内容は，スポーツを対象とした AT にお
いても必要なものになると考えられる．さらに，
第 5 回では中程度の効果量が示されており，怒
りへの対処や感情理解に関する内容は一定程度
肯定的に評価されたと考えられる．自由記述で
は具体的な使用方法や具体例の提示に関する記
述もみられたことから，感情に関する内容をス
ポーツ場面に即して具体的に提示したことが，
肯定的な評価につながった可能性がある．
　以上のことから，既存の AT 内容は，ミー
ティング等の時間的余裕のあるピッチ外の場面
においては比較的役立つものとして評価された
一方で，プレー中のように時間的制約が大きい
ピッチ内の場面では，その適用に限界があると
認識されたと考えられる．実際に，第 1 回にお
ける〈攻撃的な自己表現の必要性〉，第 2 回に

おける〈般化不可能〉，第 3 回，第 4 回における
〈アサーションの限界〉や【違和感】が示され
ており，参加者は既存の AT 内容をそのままス
ポーツ場面に当てはめることに一定の困難さを
感じていたと考えられる．特に，サッカーのピ
ッチ内では，時間的制約がある中で瞬時に意思
決定し，短く即時的なコミュニケーションが求
められるため（McLean et al.，2021；Gershgoren 
et al.，2013），日常場面を前提として相手への
配慮や相互理解を丁寧に扱っている既存の AT
内容は，スポーツ場面に適用しにくい可能性が
ある．一方で，ピッチ外では，ハーフタイムや
ミーティングにおいて対話を通じて戦術理解や
情動調整が図られ，また継続的な対話の中で共
有理解が形成されることが述べられていること
から（Raya-Castellano et al.，2023；Malone et 
al.，2023），第 1 回における〈対話〉や〈スム
ーズな対立の解消・解決〉，第 3 回の【対人関
係の維持】，第 4 回の【適用可能性】や【組織
内における意思疎通】といった記述は，既存の
AT 内容がピッチ外ではより活用されやすいこ
とを示すものと考えられる．したがって，スポ
ーツを対象とした AT を検討するにあたって，
日常場面を前提とした既存の内容をそのまま適
用するのではなく，スポーツ場面に自己表現を
発言の形態だけでなく発言の機能の観点から捉
え，状況に応じた機能的な自己表現として再構
成していく必要があるだろう．
　本研究の限界点として以下のものがあげられ
る．第一に，対象が体育系大学に所属する男子
サッカー選手に限定されている．性別や競技種
目，年齢が異なる選手へ応用する際は慎重に実
施する必要がある．第二に，トレーニングプロ
グラムの回数を重ねるにつれ，AT の参加者が
減少傾向にあった．継続的参加の困難さや介入
プログラムに対する受容度が影響した可能性が
ある．その他にも，参加者が大学生であること
から，学業や部活動との両立による日程調整の
難しさが参加者減少の理由として考えらえる．
そのため，各回で分析対象者が異なっており，
結果の解釈には慎重さが求められる．第三に，
評価指標がプログラムに対する自己報告式に限
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られており，実際にチーム成果への効果を客観
的に把握することに限界があり，効果の一般化
には慎重を要する．今後は，女子選手やその他
のチームスポーツを対象に検討したり，プログ
ラム内容をスポーツの文脈に即した構成に修正
する必要があるだろう．

Ⅴ　結論
　本研究は，大学生サッカー選手を対象に AT
を実施し，AT の内容がスポーツ場面で活用可
能だとどの程度認識されるかを検討するととも
に，その認識の理由を明らかにすることを目的
とした．既存の AT は，特にミーティング場
面等のピッチ外においては活用可能だと認識さ
れた一方で，日常場面を前提とした内容は，時
間的制約の大きいピッチ内ではそのまま適用し
にくい可能性が示された．したがって，今後は
スポーツ場面における自己表現を発言形態だけ
でなく，発言機能の観点から捉え，状況に応じ
た機能的な自己表現として再構成した内容を含
む AT を検討することで，よりスポーツ文脈
に即した実践につながるだろう．
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